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新潟大学正門

良寛ブロンズ像 大学院教育実践学研究会設置 教育学部音楽科生の佐渡実習
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会 則

【第一章 総則】

第1条 (名称・事務局)

本会は「新潟大学教育学部同窓会」と称し、事務局を新潟

大学教育学部内 (所在地 :〒950-2181新潟市西区五十嵐

2の 町8050)に 置く。

第2条 (会員)

本会は新潟大学教育学部及び教育人間科学部の卒業

生、大学院修了生及び教育学研究科修了生、教育学部・

教育実践学研究科在学生をもって構成する:

第3条 (特別会員)

学部教官、附属学校職員は、特別会員とする:

第4条 (目 的 )

本会は会員相互の親睦と資質向上を図り、母校の発展に

寄与することを目的とする。

第5条 (事業 )

本会は前条の目的達成のために諸事業を行う。

【第二章 組織・機関 l

第6条 (専門部)

本会はその目的を達成するために次の専門部を置くc

研修部  広報部  組織部  交流部

第7条 (支部)

本会は支部を設けることができる。

第8条 (学科部)

本会は学科部を設けることができる。

第9条 (機関)

本会は第4条の目的を達成するために次の機関を置く。

l.本部会 2.評議会 3.支部長会

4学科代表者会 5専門部会 6.事務局

7監事会 8全学同窓会運営部会

【第三章 役員】

第10条 (役員)

本会は次の役員を置く。

l会長 (1名 )2.副会長 (4名 )

3評議員 (支部長、学科代表)4専 門部長 (各 1名 )

5専門部員 (各若干名)6監 事 (3名 )

7事務局長 (1名 )8事 務局幹事 1若 千名 )

9顧問 10.全学同窓会運営部員 1若 十名 )

第11条 (役員選出)

役員の選出は次のとおりとする。

l会長、副会長、監事は評議会において決定する。

2.評議員は各支部長及び各学科代表をもって充てる[

3専門部長及び専門部員、事務局長、事務局幹事は会長

が委嘱する3

4.顧間、全学同窓会運営部員は評議会の承認を得て、会長

が委嘱する。

以下省略 詳細は、同窓会ホームベージを閲覧[
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日 活 動 の 様 子

全
学
同
窓
会
交
流
会
（１０
月
）

新
潟
大
学
の
教
官
と
全
学
同
窓
生
が
集
い
、講
演

会
・ヽ
さ
ヨ
ン
サ
ー
ト
・懇
親
会
で
絆
を
深
め
ま
す
。

一評
議
〈只
６１
月
）
―
●
―

全
県
か
ら
本
部
役
員
・支
部
長
・学
科
代
表
者
が

集
い
、同
窓
会
の
事
業
”ち
じ
ヽ
語
り
合
い
ま
す
。

一■
瑯
教
職
員
と
の
懇
談
会
（１
月
）

懇
談
会
・懇
親
会
を
通
し
て
大
学
や
同
窓
会
の

一詐
彗
ゃ
将
来
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。

教
育
新
報
の
発
行
（７
月
・２
月
）

今
年
度
か
ら
４
色
カ
ラ
ー
刷
り
と
し
、
紙
面
も

見
や
す
く
工
夫
し
ま
し
た
。
こ
の
写
真
は
平
成

３０
年
度
発
行
の
も
の
で
す
。

卒
業
祝
賀
会
（３
月
）

会
長
が
参
加
し
、
卒
業
生
を
祝
い
ま
す
。
そ
の

他
に
卒
業
制
作
展
、
卒
論
発
表
会
な
ど
学
生

の
活
動
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

1日   時

2会   場

3参加対鍛者

「カミングホーム0デイ」
バージョンアップ

3年目を迎える「カミングホーム デイ」。年々参力0者が増えて ,‐ ます==三貢ぎ、

内容をバージョンアップして実施します。奮つてのこ参正をご■言 _■ _｀ ます .

＾

く
　
＾
・

一
へ

つ
亀

Ｆ鍮
撃

令和元年8月 24日 (土 )12:Oll～ 14:∞

ホテルサンルート新潟

平成27年 3月 ～31年 3月 に

新潟大学教育学部を卒業した皆様

並びに教育学研究科を修了した皆様
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申し込み&問い合わせ先
新潟大学同窓会事務局

研 究 発 表
1倉祟 馨]講奮 爾

竜
・
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蟷■同窓会の沿革

24. 5

26. 6

28. 3

30

31.11.25

新制国立新潟大学教育学部として開校
同窓会設立世話人会発足 (新潟市労働会館 )

3分校修卒生連絡協議会発足

仮称、仮規約を設ける

同窓会発会式挙行 (長岡市公会堂 )
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昭和 31～ 35

38～ 41

42´V45

46´ウ47
48～ 51

52-55

56-57

58´-59

60-63
平成元～ 4

5´
V 8

9～12

13´V16

22-24
25-26
27-30

令和元～

組織の確立を図る
33.4.20 教育新報発行
36～   (事 業中断 )

同窓会の再建を図る
43.3.30 新校舎落成式
43.5.26 15周年記念式典 (教育学部体育館 )

43.4  3分校統合、大学院設置

48.2.4 第 1回各科団体研究協議会
48.10.14 同窓会20周年記念式典 (教育学部体育館 )

52.11.13 同窓会25周年記念式典 (教育学部401講義室 )

53.4  (上越教育大学開校 )

56・ 57  五十嵐キャンパスに統合
57.10.17 統合記念式典・祝賀会 (7月 良寛ブロンズ像寄贈 |

61.1.15 第 1回女子会員研修会
元.4  大学院教育学研究科設置
4.6  教育学部附属新潟小。中学校新校舎完成
6.3  教育学部同窓生名簿の刊行
10.4  教育学部から教育人間科学部に改組
11.6.1 新潟大学創立50周年記念事業 (ホテル新潟 )

13.10.31 同窓生名簿の刊行
14.10.12 同窓会50周年記念祭 (イタリア軒)

15.10.12 各種集いを一本化して「同窓生の集い」として開催
16.4  (独立法人)国立大学法人新潟大学となる
16.4  全学同窓会の設立
17.4  準会員(学生会員)を募る
19.4  事務局を特別支援学校から学部内に移動 (2人体制とする)

20.4  教育人間科学部から教育学部に改組
21.10  新潟大学創立60周年記念事業(ANAクラウンプラザホテル新潟)

21.10  ホームカミングデーを開催 (教育学部と共催 )

22.4  入学生を対象に永年会員を募る
25.12  「同窓会の歴史」の刊行
28.4  教職大学院開設
29.4  新課程廃上、学校教員養成課程のみの募集となる
元.6  教育実践学研究科奨学金規則及び内規を設ける

事務局
新潟大学教育学部同窓会事務局

〒950-2181 新潟市西区五十嵐2の町8050 新潟大学教育学部内 D棟 107室

025… 263-6760

dousou@ed.n五 gata‐ u.ac.jp

http://、vww.ed.niigata― u.ac.jp/～dousoukai/
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会 則 組 織 図

【第…章 総則】

第1条 (名称。事務局)

本会は「新潟大学教育学部同窓会」と称し、事務局を新潟

大学教育学部内(所在地 :〒950-2181新潟市西区五十嵐

2の町8050)に置く。

第2条 (会員)

本会は新潟大学教育学部及び教育人間科学部の卒業

生、大学院修了生及び教育学研究科修了生、教育学部・

教育実践学研究科在学生をもって構成する。

第3条 (特別会員)

学部教官、附属学校職員は、特別会員とする:

第4条 (目 的)

本会は会員相互の親睦と資質向上を図り、母校の発展に

寄与することを目的とするc

第5条 (事業 )

本会は前条の目的達成のために諸事業を行う。

【第二章 組織・機関】

第6条 (専門部)

本会はその目的を達成するために次の専門部を置く。

研修部  広報部  組織部  交流部

第7条 (支部)

本会は支部を設けることができる。

第8条 (学科部)

本会は学科部を設けることができる。

第9条 (機関)

本会は第4条の目的を達成するために次の機関を置く。

1本部会 2.評議会 3支部長会

4.学科代表者会 5.専 門部会 6事務局

7監事会 8全学同窓会運営部会

【第三章 役員】

第10条 (役員)

本会は次の役員を置く。

1.会長 (1名 )2.副会長 (4名 )

3評議員 (支部長、学科代表)4.専門部長 (各 1名 )

5.専 門部員 (各若千名)6.監事 (3名 )

7事務局長 (1名 )8事 務局幹事 (若干名)

9顧問 10全学同窓会運営部員 (若干名)

第11条 (役員選出)

役員の選出は次のとおりとする。

1.会長、副会長、監事は評議会において決定する。

2評議員は各支部長及び各学科代表をもって充てる。

3専門部長及び専門部員、事務局長、事務局幹事は会長

が委嘱する。

4顧間、全学同窓会運営部員は評議会の承認を得て、会長

が委嘱する。

以下省略 詳細は、同窓会ホームベージを閲覧。

※支部長、学科代表が評議員

新潟大学教育学部同窓会教育実践学研究科奨学金規則

(日 的)

第 1条 新潟大学教育学部同窓会に教育実践学研究科奨学

金制度を設け、学業奨励金として奨学金を給付するこ

とにより、大学院生の更なる学業成績の向上及び活力

の向上を図ることを目的とする。

(奨学金を授与される者の決定 )

第 2条  奨学金を授与される者は、教育実践学研究科長の推

薦に基づき、同窓会本部会で審査し、llll窓 会長が決定

する。

(奨学金の授与方法及び額等 )

第 3条 奨学金及び賞状は、教育学部同窓会長が評議会にお

いて授与するものとする[

2 奨学金の額は、毎年度の始めに同窓会長が定めるも

のとする

3 奨学金は、年1国 として lT額 を,支 給し、返還を要しない

ものとするこ

(事務 )

第 4条 奨学金に関する事務は、同窓会事務局が処理をする。

(雑則)

第 5条 この規則に定めるもののほか、奨学金の授与に関する

必要な事項は、教育学部同窓会長が別に定める
=

附員1

この規則は、令和1年 6月 911か ら施行する。

交
流
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科
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）

‐
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（３４
支
部
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日 活 動 の 様 子

全
学
同
窓
会
交
流
会
（１０
月
）

新
潟
大
学
の
教
官
と
全
学
同
窓
生
が
集
い
、

講
演
会
・懇
親
会
で
絆
を
深
め
ま
す
。

猾

幾
辟
許

教
育

新
．報

の
発

行

（
７
月
ｏ
２
月
）

４
色
カ
ラ

‐１‐
刷
ヶ
と
し
、
紙
面
も
見
や
す
く

工
夫
し
て
い
ま
す
。

全
会
員
に
年
二
回
届
け
ま
す
。

卒
業
祝
賀
会
（３
月
）

会
長
が
参
加
し
、
卒
業
生
を
祝
い
ま
す
。
そ
の

他
に
卒
業
制
作
展
、
卒
論
発
表
会
な
ど
学
生

の
活
動
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

同
窓
生

の
集

い
の
歴
史

楽
し
い
講
演
会
と
懇
親
会
で

同
窓
生
の
絆
を
深
め
ま
す
。

０朧”ア・トホテ

]量 :馨°
:書

E

曇言
て 科
語 代
り 表

奨
学
金
授
与
・研
究
発
表

教
育
実
践
学
研
究
科
の
奨
学
金
授
与
式
と

研
究
発
表
を
評
議
会
で
行
い
ま
す
。

製
罫

梅
ギ

議演 石川 志郎 氏
(元新潟市教育委員会学校支援課)

演題 「不登校問題に取り組む教師の姿勢」

講演 橋本 定男 氏
(新潟薬科大学非常勤講師 )

演題 「ドラマをつくる」

講演 伊藤  充 氏
(新潟大学全学教職支援センター特任教授)

,寅題「新潟の県民性、その歴史的系譜」

T

30/9/29(二L)
アートホテル新潟

27/9/26(土 )|

1群子

`7響

雌



鱚

31.11.25

新制国立新潟大学教育学部として開校

同窓会設立世話人会発足 (新潟市労働会館 )

3分校修卒生連絡協議会発足

仮称、仮規約を設ける

同窓会発会式挙行 (長 岡市公会堂 )

24.

26.

28.

30

昭和31～35 1     組織の確立を図る

33.4.20 教育新報発行
36～   (事 業中断)

38～41 1     同窓会の再建を図る

42～45 143.3.30 新校舎落成式
43.5.26 15周年記念式典 (教育学部体育館 )

43.4  3分校統合、大学院設置
46´V47

48～ 51 148.2.4 第 1回各科団体研究協議会
48.10.14 同窓会20周 年記念式典 (教育学部体育館 )

52～ 55 152.11.13 同窓会25周 年記念式典 (教育学部401講義室 )

53.4  (上越教育大学開校 )

56～ 57 156・ 57  五十嵐キャンパスに統合

57.10.17 統合記念式典・祝賀会 (7月 良寛ブロンズ像寄贈 )

58-59
60～ 63 161.1.15 第 1回女子会員研修会

平成元～ 4‐ 1元.4  大学院教育学研究科設置
4.6  教育学部附属新潟小。中学校新校舎完成

5～ 8‐ 1 6.3  教育学部同窓生名簿の刊行

9～12 10.4  教育学部から教育人間科学部に改組

11.6.1 新潟大学創立50周年記念事業 (ホテル新潟)

13～ 16 113.10.31 同窓生名簿の刊行
14.10.12 同窓会50周年記念祭 (イタリア軒)

15.10.12 各種集いを一本化して「同窓生の集い」として開催
16.4  (独立法人)国 立大学法人新潟大学となる

16.4  全学同窓会の設立
17～211117.4  準会員 (学生会員)を募る

19.4  事務局を特別支援学校から学部内に移動 (2人体制とする)

20.4  教育人間科学部から教育学部に改組
21.10  新潟大学創立60周年記念事業(ANAクラウンプラザホテル新潟)

21.10  ホームカミングデーを開催 (教育学部と共催 )

22～24 122.4  入学生を対象に永年会員を募る

25～ 26 125.12  「同窓会の歴史」の刊行
27～30 128.4  教職大学院開設

29.4  新課程廃止、学校教員養成課程のみの募集となる

令和元～  1元 .6  教育実践学研究科奨学金規則及び内規を設ける

2.  コロナウイルスの影響で評議会・同窓生の集い等が中止となる

江 口 健 一

巻 口 健 一

荻 野  信 昭

大 関 雄 策

吉 澤  孝 一

山 田 舜 一

巻 口 健 一

安 藤  耕 平

磯 辺  浩昭

石 川  幸 一

藤 井  保 男
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齋 藤 寿 一 郎

はョ猥
新潟大学教育学部同窓会事務局

〒950-2181 新潟市西区五十嵐2の町8050 新潟大学教育学部内 D棟 107室

025‐ 263‐ 6760

dousou@ed.niigata― u.ac.jp

http://、 v、v、v.ed.n五 gata― u.ac.ip/～dOusoukai/
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